

第1章eスポーツの歴史
　あなたは「eスポーツ」と聞くと何を思う。「たかがゲーム」や「ゲームでお金は稼げない」などと思うだろう。しかし、今の時代様々なゲームであったりゲーム機が発売され世界中のゲーム熱は上がる一方である。2018年には「eスポーツ」が流行語になるほど人気になっている。eスポーツは多くの場合、組織化されたマルチプレイヤーコンピューターゲームの競技大会として開催されており、特に、プロ選手同士で、個人またはチームで対戦する。競技大会は長い間、コンピューターゲーム文化の一部であったが、プロゲーマーの参加やライブストリーミング配信を通じたイベント観戦が人気になる2000年代後半までは、主にアマチュアの間で行われていた。2010年代になると、多くのコンピューターゲームの開発企業がトーナメントなどのイベントを積極的に企画し開催資金を提供するようになり、eスポーツはコンピューターゲーム業界にとって重要な要素となった。そして、2,024年に予定されているパリオリンピック・パラリンピックの新種目として、eスポーツの採用が検討されている。オリンピックに先駆けて、2022年に中国・杭州で英式なメダル種目として採用されることが決定している。
eスポーツの競技として用いられるゲームとしては対戦型格闘技ゲームやカードゲーム、バトルロイヤルゲームなどのシリーズがある。タイトルとしては「大乱闘スマッシュブラザーズ」、「League of Legends」、「マリオカート8DX」などの人気ゲームがある。今では携帯のアプリでもeスポーツが用いられ様々な大会が開かれている。アプリでは「プロ野球スピリッツA」や「パワフルプロ野球」、「ウイニングイレブン」などのアプリがeスポーツとして様々な大会が開かれている。
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